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い

る
。

本

書
か

ら
得
ら
れ

た
洞

察
を

有
機

的
に

発
展
さ
せ
て
、

米
国
や

日

本
の

禁
酒

運
動
や
類

似
団
体
と

の

比

較
を
は

じ
め

と

し
て

、

多
く
の

ひ

き

だ
し

を
持
つ

著
者
は、

我
々

の

期
待
に

応
え
て

く
れ
る

に

ち
が

い

な
い

。

こ

の

さ
さ
や

か

な
要
望
を

も
っ

て
、

拙
い

書
評
の

結
び
と

し
た
い

。

青
木

健

著

『

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
の

興
亡

　

　
　

　

サ
ー

サ

ー
ン

朝
ペ

ル

シ

ア

か

ら
ム

ガ

ル

帝
国
へ

』

208

　

　
刀
水
書
房
　
二

〇
〇
七
年
一

月
一

〇
日

刊

A5

判

　
皿

＋

三

七
七

頁

　
八
五

〇
〇
円
＋

税

（738）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

榊

和

良

　
七

千
年
の

歴
史
を
誇
る

イ
ラ
ン

の

精
神
文
化
の

遺
産
の
一

つ

は
、

古
代

イ
ラ

ン

諸
宗
教
の

中
か
ら

改
革
宗

教
と

し
て

生
ま

れ
た
ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教

で

あ
る
。

ユ

ダ
ヤ
・

キ

リ
ス

ト
教
を

始
め
と

す
る

諸
宗
教
や

哲
学
思
想
に

も

大
き

な

影
響
を

与
え

た

古
代
宗
教
で

あ
る

こ

と

は
よ

く

知

ら

れ
て

い

る
。

一

方、

シ

ル

ク
ロ

ー
ド
を

介
し

て

祗
教
と

し

て

正

倉
院
や

東
大
寺
に

も
そ

の

跡
を

残
し
、

イ
ン

ド
の
パ

ー

ル

ス

ィ

ー
商
人
の

来
日
な
ど

を
通
し

て

の

交
流
を

考
え
る
と、

我
々

に

と

っ

て

も
そ

れ
ほ
ど

縁
遠
い

存
在
で

は

な
い

。

し
か

る

に

そ
の

教
祖
の

活
躍
年
代
に

も

未
だ

定
説
が

得
ら

れ
ず、

さ
ま

ざ

ま
な

要
素
を

取
り
入
れ
て

変
貌
し
た
そ

の

宗
教
史
の

全

体
像
を
描

き

出
す
こ

と

も
き

わ
め
て

困
難
だ
と

い

わ
れ

る
宗
教
な

の
で

あ
る

。

　

本
書
は、

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

研
究
書
で

は

あ
る

が
、

通
史
的
で

網
羅

的
な

解
説
書
で

は

な
い

。

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
思
想
史
の

中
で

も
、

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

教
義
が

神
話
的
な
天

使
論
・

悪
魔
論
の

集
合
体
か

ら
よ

り
理

論
化

・

組
織
化
さ

れ

た

方

向
へ

と

推
移
し

て

い

く
過
程
に

注

目
し
て
、

「

サ

ー
サ

ー

ン

王

朝
時
代
に

理

論
的
な

展
開
を
示
し
た

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教

思

想
」

と

「

ム

ガ

ル

帝
国
時
代
に

イ
ス

ラ

ー

ム

神
秘
主

義
の

影
響
下
に

形
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書評 と紹介

成
さ
れ
た

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー
教

思
想
」

と

い

う
二

つ

の

局
面
を

扱
う
研
究
書

で

あ
る

。

　

著
者
の

独
創
的
な

視
点
は、

ゾ
ロ

ア
ス

タ

ー
教

史
に

お

け
る

「

第
一

の

興
隆
」

が

伝
統
的
な

「

神
話

的
教
義
を

脱
皮
し
て、

よ

り
理

論
的
な
展

開

を

示
し
た
」

時
期
で

あ

る
「

サ

ー

サ

ー
ン

王

朝
時
代
の

三

大
聖

火
思
想
の

展
開
と

神
官
団
の

組
織
化
」

に

あ

り
、

イ
ス

ラ

ー
ム

の

征
服
に

よ

り
頓
挫

し

た

も
の

の
、

イ
ス

ラ

ー
ム

思

想
の

中
に

「

光
と

闇
の

二

元

論
」

の

痕
跡

を

「

伏

流
水
」

と

し
て

残
し

、

「

イ
ラ
ン
・

イ
ス

ラ
ー

ム

神
秘

主
義
の

形

成
に

多
大
の

影
響
を

及
ぼ
し
た
」

の

だ

と

捉
え
る

。

そ

し
て

ム

ガ
ル

帝
国

時
代
（
一

五
二

六

−
一

八

五

八
）
、

北
イ
ン

ド
の

残

存
ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー
教

徒
が

「

イ
ラ

ン
・

イ

ス

ラ
ー

ム

神
秘
主
義
思
想
を
ゾ
ロ

ア
ス

タ

ー

教
思
想

の

中
に

導

入
」

し
た

こ

と

を、

「

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー
教

思
想
の

飛

躍
」

と

呼

ん

で

「

第
二

の

興

隆
」

で

あ
る

と

捉
え
る

。

　
こ

れ
ら
二

つ

の

極
の

意
義
を

「

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー
教
思

想
全
体
の

流
れ
」

の

中
で

検
証
す
べ

く
、

最
新
の

研
究
を

踏
ま
え

て

先
行
研
究
を

紹
介
す
る

形
で

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
思
想
史
の

概
観
を
示

す
。

さ

ら
に

イ
ラ

ン

国
内
に

残
さ

れ
た

サ

ー
サ
ー

ン

王
朝
時
代
の

ゾ
ロ

ア

ス

タ
i
教

遺
跡
に

も

目
を
む

け
、

「

文
献
資
料
と

遺

跡
と
の

照

応
関
係
に

注
目
す

れ
ば

、

サ

ー
サ
ー

ン

王

朝
時
代
の

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
思

想
を
よ

り

明
瞭
に

認
識
で

き
る

の

で

は

な
い

か
」

と

考
え、

「

第
一

の

興
隆

期
」

に

関
連
す

る

資
料
と

し
て

こ

れ

ら

を
地

図
や

写
真
に

よ
っ

て

紹
介
す
る

。

一

方、

「

第
二

の

興

隆
期
」

に

つ

い

て

は
、

新
た

に

蒐

集
し

た

も
の

を

含
む
さ

ま

ざ

ま
な

文
献
資
料
に

解

題

を
加

え、

「

そ

の

解
説
に

関
す
る
【

つ

の

試
論
」

と

し

て

本
論
を

展

開

す
る

こ

と

を

試
み

る
。

　

本
書
は

二

〇
〇
一

年
か

ら

二

〇

〇
五

年
に

か

け

て

発

表
し

た

八
つ

の

論

文
と

書
き

下
ろ

し

の

章
を

含
む
二

部
か

ら

構
成
さ

れ
る

。

以
下
に

各
章
の

章
題
と

そ
の

要
点
を

紹
介
す
る

。

　

第
1
部
「

サ

ー

サ

ー
ン

王

朝
時

代
の

ゾ
ロ

ア
ス

タ

i
教
思

想
」

は
、

「

概
説
そ
の

ー

　
ザ
ラ

ス

シ

ュ

ト

ラ
・

ス

ピ

タ
ー
マ

の

到
来
か

ら
一

〇

世

紀
ま
で
」

と

し
て

教
祖
の

宣
教
か

ら
】

○

世
紀
ま

で

の

ゾ
ロ

ア
ス

タ

ー
教

思

想
史
の

概
説
で

始
ま

る
。

「

原
始
ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
教

団
の

成
立
と

古

代
イ
ラ

ン

の

諸
宗
教
」

で

は
、

ゾ
ロ

ア
ス

タ

ー

教
の

教
義
の

捉
え

方
や

聖

典
研
究
史、

古
層
『

ア

ヴ
ェ

ス

タ
ー
』

や
パ

フ

ラ

ヴ
ィ

ー

語
文

献
に

基
づ

く

教
祖
像、

原

始
ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
の

故
地
に

つ

い

て

の

諸
学
説
の

整

理
、

も
う
ひ

と

つ

の

古
代
イ
ラ
ン

の

宗
教
と

し

て

の

マ

ゴ

ス

の

宗
教
と

そ

の

残
滓
を

紹
介
す
る

。

「

バ

カ

ー
マ

ニ

シ

ュ

（
ア

ケ
メ

ネ
ス
）

王

朝
時
代

の

宗
教
」

で

は
、

ダ
ー

ラ

ヤ
ワ

ウ

（
ダ
レ

イ

オ

ス
）

一

世
以
前
と

以
降
の

ア
ン

シ

ャ

ン

地

域
と

呼
ば

れ
た

ペ

ル

シ

ア
地

方
の

宗
教
文

化
事
情
を

、

古

代
ペ

ル

シ

ア

語
碑
文
や
ペ

ル

セ

ポ

リ
ス

出
土
の

エ

ラ

ム

語
文
書
な
ど
を

も

と

に

描
き
、

エ

ラ

ム

文
化
や

マ

ゴ

ス

神
官
団
の

影
響
を
示

す
。

「

ヘ

レ

ニ

ズ

ム

時
代
と

ア

ル

シ

ャ

ク

（

ア
ル

サ

ケ
ス
）

王

朝
時
代
の

宗
教
」

で

は
、

ギ
リ
シ

ア
人
の

記
録
や
メ

ソ

ポ

タ
ミ

ア
と

東
地
中
海
地
域
で

の

諸
宗
教
へ

の

影

響
か

ら
、

こ

の

時
代
の

宗
教
文
化
事

情
を

原
始
ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
と

マ

ゴ

ス

の

神
官
団
に

よ

る

宗
教
や
ズ
ル

ヴ
ァ

ー

ン

主
義
な
ど

の

混

在
・

融

合
し
た

形
で

あ
っ

た

と

捉

え、

ペ

ル

シ

ス

地

方
で

は
原

始
ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
と

王

権
の

結
び
つ

き
を

見
出
す

。

「

サ

ー
サ

ー
ン

王

朝
時
代
の

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
」

で

は、

こ

の

時
代
の

特
徴
と

し

て、

神
官
皇

帝
の

登
場、

ペ

ル

シ

ア

州
で

の

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
の

復
興

、

メ

ソ

ポ
タ

ミ

ア

へ

の

進
出
と

ズ
ル

ワ

ー

ン

主

義
や
マ

ー
ニ

ー

教
と

の

本
格
的
な

接
触、

ペ

ル

シ

ア

的
ゾ

ロ

ア
ス

タ

ー
教
の

国
教
化、

ア

ゼ
ル

バ

イ
ジ
ャ

ン

の

シ

ー
ズ
に

あ
る

第
二
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の

聖

火
で

あ

る

ア
ー

ド
ゥ

ル

・

グ
シ

ュ

ナ

ス

プ

聖

火
の

重

視
を

挙
げ、

『

ア

ヴ
ェ

ス

タ

i
』

の

編
纂
を

研
究
史
と

共
に

紹
介
し

、

最
後
に

ア

ラ

ブ
・

イ
ス

ラ

ー
ム

軍
に

よ

る

サ

ー
サ

ー
ン

王

朝
の

崩
壊
を

描
く

。

最
後
の

「

サ

ー

サ

ー
ン

王

朝
崩
壊
か

ら

三

〇
〇

年
間
の

ゾ
ロ

ア
ス

タ

ー

教
」

で

は
、

混
乱
の

時
代
に

ペ

ル

シ

ア

州
に

復
活
し
た

ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
神
官
団

が
、

新
し
い

指
導
者
職
を

設
け、

パ

フ

ラ

ヴ
ィ

ー

語
文
学
運

動
を
起
こ

し

て

『

デ
ー

ン

カ

ル

ド
』

、

『

ブ
ン

ダ
ヒ

シ

ュ

ン
』

な
ど
を

生
み

出
し

た

も
の

の
、

活
動
を

支
え
た

商
人
た
ち

の

経
済

力
の

衰
退
に

よ

る

財
政
的
逼
迫
や

キ
ャ

ラ

バ

ン
・

ル

ー

ト

上
の

拝
火
神
殿
の

消
失
に

よ

り

活
動
の

終
焉
に

至

っ

た
こ

と

を

説
く

。

こ

の

導
入

部
と

し
て

の

包
括
的
ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
思

想
史
に

つ

づ

い

て
、

第
1
部
の

本
論
が

開
始
さ
れ
る

。

　
第
1
章
「

サ
ー

サ

ー
ン

王

朝
時
代
ゾ
ロ

ア
ス

タ
i
教
に

お

け
る

聖
地
の

概
念
」

で

は
、

ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
の

崇
拝
の

対
象
で

あ
る

「

聖

火
」

に

関

し
て、

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
徒
が

実
際
に

崇
拝
し
て

い

る

場
所
を

「

聖
地
」

と

捉
え

、

現

代
イ
ラ

ン

に

お

け

る
ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

聖
地
と

古
代
・

中

世
の

文

献
資
料
に

描
か

れ
た
聖

地
の

姿
と

を

対
照
さ

せ

る

こ

と

で
、

サ
ー

サ
ー
ン

王

朝
時
代
の

聖
地
が

純
粋
な

神
官
階
級
の

想
定
す
る

聖

火
と

民

間

信
仰
的
聖

地
に

置
か

れ
た

聖

火
の

融
合
し

た
も
の

で

あ
っ

た

こ

と

を

解
明

す
る

。

　
第
2
章
「

サ

ー

サ

ー
ン

王

朝
時
代
ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
の

神
官
聖
火
　
そ

の

ー
」

は
、

サ

ー

サ

ー
ン

王

朝
時
代
ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
の

三

大
聖
火
の

う

ち
の

第
一

位
で

あ
る

ア
ー

ド

ゥ

ル

・

フ

ァ

ッ

ロ

ー

バ

イ
聖

火
の

機
能
と

重

要

性
を

考
察
し、

そ

の

あ
り
か

を
イ
ス

ラ

ー
ム

期
地
理

書、

パ

フ

ラ

ヴ
ィ

ー

語
文
献
や
近

世
ペ

ル

シ

ア

語
書
簡
な
ど
か

ら
追
い

求
め
、

支
配
権
を

象

徴
す
る

「

皇
帝
聖

火
」

と

し
て

の

ア
ル

ダ
フ

シ

ー
ル

］

世
が

叙
任
し

た
聖

火
に

至

り、

国
家
宗

教
と

し
て

組
織
化
さ

れ

た

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

中
枢

と
し

て

機
能
し

た

聖

火
像
を

描
き

出
す

。

　

第
3
章
「

サ

ー
サ
ー

ン

王

朝
時
代
ゾ
ロ

ア

ス

タ
i
教
の

神
官
聖

火

　
そ

の

2
」

で

は
、

『

ブ
ン

ダ
ヒ

シ

ュ

ン
』

の

難
解
語
の

再
検
討
に

よ

り
、

サ

ー

サ

ー

ン

王

朝
崩
壊
後
か

ら

＝
二

世
紀
ま
で

の

ア
ー

ド
ゥ

ル

・

フ

ァ

ッ

ロ

ー

バ

イ
聖

火
の

あ
り
か

が
、

神
官
団
の

在
所
と

避
難
場
所
に

移
っ

て

い

た

こ

と

を

明
ら
か

に

す
る

。

　

第
4
章
「

九
世
紀
ペ

ル

シ

ア

州
の

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
神
官
団
の

教
義
改

変
シ

ス

テ

ム
」

で

は、

サ
ー
サ
ー

ン

王

朝
期
以

降
の

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
神

官
団
研
究
史
を

批
判
的
に

概
観
し
た

後、

神
官
の

書
簡
集
で

あ
る

『

マ

ヌ

シ
ュ

チ
フ

ル

の

書
簡
』

を

取
り
上

げ
て

そ

の

概
要
を

説
明

し
て

か

ら、

『

書
簡
』

の

書
き

手
と

受
け

取
り

手
の

称
号
の

分
析
に

よ
り

教
義
改

変
に

与
る

神
官
団
の

組
織
や
プ
ロ

セ

ス

を

解
明
す
る

。

　

第
1
部
の

最

後
に

は
、

第
1
部
全
体
に

匹
敵
す
る

ペ

ー
ジ

数
に

わ
た

り

「

第
1
部
に

関
す
る

写
真
資
料
集
成
」

と

し

て
、

メ

デ
ィ

ア

王

国
時
代、

ク

ル

王

朝
お

よ

び
バ

カ

ー

マ

ニ

シ

ュ

王

朝
時
代

、

ア

ル

シ

ャ

ク

王

朝
時

代
、

サ
ー

サ

ー
ン

王

朝
時
代
そ
し
て

現
代
の

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
拝
火

神
殿

と

聖
地
の

写
真
資
料
が

解
説
と

共
に

示
さ

れ
る

。

　

第
2
部
「

ム

ガ

ル

帝
国

時
代
の

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
思
想
」

の

冒
頭
で

は
、

「

概
説
そ

の

2
　
イ
ラ

ン

・

イ
ス

ラ

ー

ム

に

お

け
る

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

遺
産
」

と

題
し
て

、

第
2
部
を
理

解
す
る
た
め

の

予

備
知
識
が

読
者

に

提
示
さ

れ

る
。

ま

ず
始
め

に
、

一

〇
世
紀
か

ら
→

六

世

紀
に

至

る
ま

で

の

「

生
き

残
っ

た
ゾ
ロ

ア
ス

タ
i
教
徒
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

ー
」

と

し

て
、

イ

ラ

ン

高
原
に

残
っ

た
ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
徒
と

パ

ー

ル

ス

ィ

ー

と

呼
ば
れ

る

イ
ン

ド

の

西
海
岸
グ
ジ
ャ

ラ

ー

ト

州
に

渡
っ

た

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
徒
の

姿

210（740）
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書評 と紹介

が
、

パ

フ

ラ

ヴ

ィ

ー

語
の

写
本
や
近

世
ペ

ル

シ

ア

語
文

献、

ヤ

ズ

ド
近

郊

の

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー
教
徒
と

グ
ジ
ャ

ラ

ー

ト

の

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー
教
徒
と
の

近

世
ペ

ル

シ

ア

語
で

の

往
復
書
簡
な
ど
に

よ

り

描
か

れ
る
一

方
、

イ
ラ

ン

文

化
の

基
底
に

残
っ

た

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
徒
の

姿
は

、

叙
事
詩
や

神
秘
主
義

文

学
と

い

う

「

近
世
ペ

ル

シ

ア

文

学
の

中
の

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
」

と

し
て

示
さ

れ

る
。

「

イ
ラ

ン
・

イ
ス

ラ

ー
ム

神
秘

主
義
思
想
と

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
」

で

は
、

ゾ
ロ

ア
ス

タ

ー
教
の

イ
ラ

ン

・

イ
ス

ラ

ー
ム

神
秘
主

義
思
想

へ

の

浸
潤
の

姿
を

、

イ
ス

マ

ー
イ
ー

ル

派
の

時
間
論、

シ

ー
ア
派
の

「

フ

ー

ル

カ

ル

ヤ

ー

界
」 、

グ

ノ

ー
シ

ス

的

ヴ
ィ

ジ
ョ

ン

に

現
れ

る

光
の

階
層

変
化
な

ど

と
の

類
似
性、

光
と

闇
の

象
徴
表

現
に

よ

り
マ

ー
ニ

ー

的
世
界

観
と

ネ
オ

プ
ラ

ト
ニ

ス

ム

の

流
出

論
を

融
合
し
た

ス

フ

ラ

ワ

ル

デ
ィ

ー

の

東
方
神
智
学
な

ど

へ

の

影
響
を
認
め

る

イ
ス

ラ

ー

ム

学
者
ア

ン

リ
・

コ

ル

バ

ン

の

説
に

沿
っ

て

検

討
し

、

マ

ゴ

ス

の

宗
教
の

遺
風
の

残
る

メ

デ
ィ

ア

地

域
出
身
の

ス

ー

フ

ィ

ー、

ア

イ
ヌ

ル

・

ク
ダ
ー

ト
・

ハ

マ

ダ

ー
ニ

ー

の

思

想
と

の

関
連
を

示
唆

す
る

。

　
第
2
部
の

本
論
は
、

第
5
章
「

ア

ー

ザ
ル

・

カ

イ

ヴ
ァ

ー

ン

の

軌
跡
」

で

始
ま

る
。

イ

ン

ド

に

拠
点
を

移
し
て

活
動
し
た

シ

ー
ラ

ー

ズ

系
ゾ
ロ

ア

ス

タ

i
教
徒
で

あ
る

ア
ー

ザ
ル
・

カ

イ
ヴ
ァ

ー

ン

に

つ

い

て
、

弟
子
や

孫

弟
子
が

残
し

た

『

四

庭
園
の

都
市
』

と

『

ダ
ベ

ス

タ

ー

ネ
・

マ

ザ

ー
ヘ

ブ
』

に

基
づ

い

て
、

そ
の

生
涯
を、

時
代
背
景、

出
生
地、

成
長

環
境
と

し
て

の

当
時
の

イ
ラ

ン

や
イ
ン

ド

の

思

想
状
況
か

ら
た

ど

り、

先
祖、

家

系、

日

常
生

活、

親
戚
関
係、

交
友
関
係、

著
作

、

弟
子
た
ち、

行
動
範

囲、

そ
の

死、

そ

し
て

後
継
者

た
ち

に

つ

い

て

極
め
て

簡
潔
に

解
説
す

る
。

さ
ら
に

そ
の

思

想
的
特
徴
と

し

て、

ペ

ル

シ

ア

語
や

古
代
ペ

ル

シ

ア

の

文

化
や

宗
教
伝
統
へ

の

誇
り
に

現
れ
る

ペ

ル

シ

ア

民
族
主

義、

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
的
聖

者
観
や

修

行
論
を

含
む

神
秘
主

義
思
想、

そ

し

て

諸
宗
教

と

の

融
合
傾
向
を

挙
げ
る

。

　

第
6
章
「

新
聖

典
『

ダ
サ

ー

テ
ィ

ー
ル
」

の

創
出
」

で

は、

そ
の

構
成

を
概
観
し

、

そ
の

形
成
に

与
え
た

影

響
を
『

ク

ル

ア

ー
ン

』

の

啓
示

観
の

規
範
性、

イ
ブ
ン

・

ア

ラ
ビ

ー

の

『

叡
智
の

台
座
』

の

構
成、

民
族

神
話

『

シ

ャ

ー

ナ

ー
メ

』

に

基
づ

く

預
言

者
像

、

伝
統
的
ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

祭
式
儀
礼
に

見

出
し

、

思

想
的
特
徴
を

創
世
記、

星
辰
の

大
周
期
と

人
類

の

発
生、

時
間

感
覚
と

終

末
論

、

そ
し

て

社
会

階
層
と

王

権
の

位
置
づ

け

な
ど

に

あ
る

と
理

解
す
る

。

　

第
7
章
「

ア
ー

ザ
ル
・

カ

イ
ヴ
ァ

ー
ン

学
派
の

聖
典
思

想
」

で

は、

通

史
的
に

ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
の

聖

典
観
の

変
遷

を

描
こ

う
と

試
み、

『

ア

ヴ

ェ

ス

タ
ー

』

の

ガ
ー

サ

ー

と

註
釈
部
分

、

マ

ン

ス

ラ

と

儀
式
部

分、

そ

し

て

法

律
部
分
の

役
割
を

検

討
し

、

イ
ス

ラ

ー
ム

教
と

の

接

触
期
に

お

け

る

そ

の

評
価
と

役
割
の

変
化
を

見
る

。

著
者
は
、

教
祖
の

捉
え

方
が

讃
歌
を

扱
う

神
官
か

ら

預
言
者
に

変
化
し

た
こ

と

を
ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー
教
徒
の

「

啓

典
の

民
」

化
と

捉
え、

『

ア
ヴ
ェ

ス

タ
ー

』

の

権
威
の

空

洞
化
が
一

七

世

紀
に

は

頂
点
に

達
し
て

い

た

と

結
論
づ

け
る

。

　

第
8
章
「

ア

ー
ザ
ル

・

カ

イ
ヴ
ァ

ー
ン

学
派
の

哲

学
思

想
」

で

は
、

『

ブ
ン

ダ
ヒ

シ

ュ

ン
』

に

よ

っ

て

ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
の

神
話
的
二

元

論
を

提
示
し、

そ

れ
が
ど

の

よ

う
に

変
化
し

て

い

っ

た

の

か

を

見
る

。

三

世
紀

か

ら
一

〇
世
紀
ま
で

の

間
に

ア

リ

ス

ト

テ
レ

ス

哲
学
や

新
プ
ラ

ト
ン

主

義

の

哲
学
が

導
入
さ
れ
た
こ

と
か

ら

哲
学
的
流
出
論
が
生

ま
れ、

そ

れ
を
ゾ

ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

伝
統
に

あ
る

神
話
的
天
使
論
と

融
合
さ
せ

よ

う
と

し
て

哲
学
的
ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
が

生
ま

れ
、

こ

の

哲
学
的
流
出
論
を

継
承
し
た

の

が

「

ア

ー

ザ
ル
・

カ

イ
ヴ
ァ

ー

ン

学
派
」

で

あ
る

こ

と
が

『

ダ

サ
ー

テ

（741）211
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イ

ー
ル
』

に

お

い

て

検

証
さ

れ
る

。

だ
が
、

そ
こ

に

も

禁
欲
主
義
と

欲
望

の

葛
藤
に

お

い

て

象
徴

的
に

理
解
さ

れ

る
伝
統
的
神
話
的
二

元
論
の

影
が

見
出
さ

れ
る

こ

と

を
指

摘
す
る

。

　

第
9
章
「

ア

ー

ザ
ル

・

カ

イ

ヴ
ァ

ー
ン

学
派
の

神
秘
主

義
思

想
」

で

は、

『

カ

イ
・

ホ

ス

ロ

ー
の

杯
』

に

示
さ
れ

る

よ

う
に
、

そ
の

神
秘
主

義

思

想
が
、

サ
ー

サ

ー
ン

王

朝
期
ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
の

神

秘
主
義
を

変
容
さ

せ

つ

つ

継
承
し
て

い

る

だ

け
で

は
な

く、

イ
ス

ラ

ー
ム

の

東
方
哲
学

、

東

方
神
智
学、

と

り
わ
け

ナ
ジ
ュ

ム

ッ

デ
ィ

ー

ン

・

ク
ブ
ラ

ー
の

「

霊

魂
の

色

彩
体
験
」

や

ム

ハ

ン

マ

ド
・

ヌ

ー
ル

バ

フ

シ

ュ

の

修

行
階
梯
論
の

影
響

を

う
け
て

い

る

と

指

摘
す
る
。

ま
た

ア

ー
ザ
ル

・

カ
イ
ヴ
ァ

ー
ン

自
身
の

転
地
と

ク

ブ
ラ

ウ
ィ

ー

教
団
の

活
動
拠
点
と
の

関
連
や

教
団
の

組
織
化
へ

の

影
響
も
示

唆
す
る

。

し

か

し

伝
統
的
な

善
悪
二

元
論
を

光
と

闇
の

二

元

論
に

変
容
さ
せ

、

天
界

遍
歴
に

お

け
る

超
越

者
と

の

謁

見
を

修
行
の

完
成

と

同
一

視
す
る

な

ど
巧

み
に

融
合
さ

せ

た

独
自
の

神
秘
主
義
思
想
で

あ
る

と

捉
え
る

。

　

第
10
章
「

ア
ー
ザ
ル

・

カ

イ
ヴ
ァ

ー
ン

学
派
の

救

世
主
思
想
」

で

は、

サ

ー
サ
ー

ン

王

朝
崩
壊
後
に

作
ら

れ
た

パ

フ

ラ

ヴ
ィ

ー

語
文
献
と
パ

ー
ザ

ン

ド、

近

世
ペ

ル

シ

ア

語
リ
ヴ
ァ

ー
ヤ

ト、

一

七

世
紀
の

グ
ジ

ャ

ラ

ー
ト

系
ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー
教

神
官
の
一

家
の

三

代
に

わ
た

る
近

世
ペ

ル

シ

ア

語
文

書
、

そ
し
て

ア
ー
ザ
ル

・

カ

イ
ヴ
ァ

ー
ン

学
派
の

近

世
ペ

ル

シ

ア

語
文
献

『

ダ
サ
ー
テ

ィ

ー
ル
』

、

『

カ

イ
・

ホ

ス

ロ

ー
の

杯
』 、

『

ダ
ベ

ス

タ
ー

ネ
・

マ

ザ
ー

ヘ

ブ
』

を
用
い

て
、

「

近

世
ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

諸
変
容
を
も

た

ら
し

た
原

因
」

を
解
明
し

よ

う
と

試
み

る
。

そ

れ

は
『

ア

ヴ
ェ

ス

タ

ー』

に

見
ら
れ
る

よ

う
な
純

然
た

る
終

末
論
的
救

世
主

で
は
な

く
、

一

〇
世
紀

の

『

ザ
ン

ド
・

イ
ー
・

ワ

フ

マ

ン

・

ヤ

ス

ン
』

に

示
さ
れ

る

よ

う
な

イ
ン

ド
か

ら

到
来
す
る

「

世
俗

化
」

し
た

政
治
的
救
世
主

を
求
め

る

救
世
主

論

で

あ
り、

イ
ン

ド
・

イ
ス

ラ

ー

ム

の

二

千
年
紀
救
世
主
運

動
な
ど

を

背
景

と
し
て

、

グ
ジ

ャ

ラ

ー
ト
の

ゾ
P

ア
ス

タ
ー
教

神
官
団
の

神
官
皇

帝
と

し

て

の

ア

ク

バ

ル

の

救
世
主

化
を

生
み

出
し

た
の

だ
と

指

摘
す
る
。

そ
し

て

そ
れ
が
王

権
の

あ
る

べ

き

姿
を

ア
ク
バ

ル

に

求
め

、

ア
ク
バ

ル

の

宗
教
思

想
に

融
合
し、

終
末
論
を

離
れ

て

個

人
的
救
済
を

求
め
る

「

近
世
ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
」

思

想
へ

と

導
い

て

い

っ

た

原
動
力
だ
っ

た
と

論
じ

る
。

　

第
2
部
の

終
わ

り
に

は
、

「

第
2
部
に

関
す
る

文

献
資
料
解
題
」

と

題

し
て

、

「

ア

ー

ザ
ル

・

カ

イ
ヴ
ァ

ー

ン

学
派

研
究
の

基

本
文
献
」 、

「

カ

ー

マ

東

洋
研
究
所
に

お

け
る

「

ア

ー
ザ
ル

・

カ

イ
ヴ
ァ

ー
ン

学
派
」

文

献
の

所

蔵
状
況
」

が
示

さ

れ、

「

「

ア
ー
ザ
ル
・

カ

イ
ヴ
ァ

ー

ン

学
派
」

の

研
究

史
」

と

し

て、

イ

ラ

ン

学
者

、

イ
ス

ラ

ー
ム

学
者

、

グ
ジ
ャ

ラ

ー
ト

系
ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
徒
の

見

解
な
ど

を

紹
介
し

た

後
に、

「

ア

ー

ザ
ル

・

カ

イ

ヴ
ァ

ー
ン

学
派
」

研

究
に

関
連
す
る

先
行
研
究
が

批
判
的
に

紹
介
さ

れ、

「

ま
と

め
」

で

締
め

括
ら
れ

る
。

　
本

書
の

イ
ン

ド
・

イ
ラ

ン

学
へ

の

貢
献
は、

第
一

に、

「

概
説
そ

の

ー
」

や
「

第
2
部
に

関
す
る

文
献
資
料
解
題
」

で

示
し

た

最
新
の

ゾ
ロ

ア

ス

タ

i
教

研
究
や
イ
ラ

ン
・

イ
ス

ラ

ー
ム

思
想
研
究
文
献
の

紹
介
に

あ
る

。

第

二

に、

拝
火
神
殿
の

聖
火
の

座
や

そ
の

意
味、

『

マ

ヌ

シ

ュ

チ
フ

ル

の

書

簡
』

の

再
検
討
か

ら

の

解
読
修
正
な
ど

に

お

い

て

新
解
釈
を
示
し
た
こ

と

で

あ

る
。

第
三

に
、

文

献
資
料
と

現
地

調
査
な
ど

を

駆
使
し
て
、

「

有
機

的
な

ゾ
ロ

ア
ス

タ

ー
教

思
想

史
」

を

描
き

出
し、

「

中
世
イ
ン

ド

の

イ
ス

ラ
ー
ム

的
ゾ
ロ

ア

ス

タ
i
教
」

誕
生
の

背
景
を

探
っ

た

独
自
性
に

あ
る

。

イ
ン

ド
の

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
徒
と
い

え
ば
パ

ー
ル

ス

ィ

ー
に

の

み

注
が

れ

て

い

た

視
線
を、

バ

ト
ナ
ー

と

い

う

北
東
イ
ン

ド
の

地
で

活
躍
し
た
ペ

ル

212（742）
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書評 と紹介

シ

ア

系
ゾ
ロ

ア

ス

タ
〜
教

徒
た

ち
に

向
け
さ

せ
、

評
価
し
た
こ

と

に

も

意

義
が
あ

る
。

　

評
者
と

し
て

残
念
に

思
う
こ

と

を
い

く
つ

か

挙
げ
て

お

き
た

い
。

第
一

に
、

極
め
て

整
然
と

細
分
化
さ

れ
た

章
立
て
で

結
論
を
導
く

姿
勢
が

先
行

し
て、

論
の

重

複
が

多
い

こ

と

で

あ
る

。

主
張
を

繰
り
返
す
よ

り
も、

論

拠
を

丁
寧
に

示

す
こ

と

に

説
得
力
が
あ

る
の
で

は

あ
る

ま
い

か
。

第
二

に

「

文
献
資
料
と

遺
跡
と

の

照

応
関
係
」

か

ら
ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

思

想
を

明
瞭
化
す
る
と

い

う
方
法
が

、

独
立
し
て

第
1
部
に

付
属
さ

れ
た

「

写
真

資
料
集
成
」

と

解
説
で

ど
こ

ま

で

成
功
し

た

か

と
い

う
疑

問
で

あ
る

。

全

般
的
な

専
門

書
の

紹
介
と

と

も
に
、

個
々

の

遺

跡
・

遺
物
を
め

ぐ
る

考
古

学

的
参
照
文

献
を

提
示
し
て

本
文
に

差
し
入
れ
て

も
よ

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

思
わ
れ

る
。

第
三

に
、

第
2
部
は

「

蒐
集
し

た

資
料
の

解
釈
に

関

す
る
一

つ

の

試
論
」

と

し
て

提
示
し
た
た

め

か、

章
・

節
に

よ

っ

て

精
粗

の

差
が

大
き
い

こ

と

で

あ
る

。

資
料
と
し

て

挙
げ
ら

れ
た
原

典
の

う
ち、

『

カ

イ
・

ホ

ス

ロ

ー
の

杯
』

は

内
容
が

要
約
に

よ
っ

て

示

さ

れ
て

い

る

が
、

第
5
章
を
理

解
す
る
に

あ
た

り

『

四

庭
園
の

都
市
』

、

第
6
章、

第

10
章
に

は

『

ダ

サ

ー

テ
ィ

ー

ル
』

や

「

ダ
ベ

ス

タ
ー

ン

ネ
・

マ

ザ

ー

ヘ

ブ
』

の

内
容
要
約
や

本
文

引
用

、

第
9
章
に

お

け
る

ヌ

ー
ル

バ

フ

シ

ュ

教

団
の

影
響
を
示
す

文
献
的
証

左
も
欲
し
か

っ

た
。

苦
労
し
て

蒐
集
し
た

資

料
で

あ

れ
ば
な
お

さ

ら
、

大

要
を

取
意
し

て

紹
介
す
る

に

と
ど

ま
ら
ず

丁

寧
に

原

文
を

提
示
し

て

訳
出

す
る

こ

と

を

読
者
も

期
待
し
て

い

る

の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

最
後
に
、

ア

ー

ザ
ル
・

カ

イ
ヴ
ァ

ー

ン

学
派
の

ゾ
ロ

ア
ス

タ
ー

教
思
想
史
に

お

け
る

位

置
づ

け
に

関
し

て
、

研
究
者
の

所
説
を

付
属

資
料
と

し
て

示
さ

ず
に
、

「

成
功
と

失
敗
」

と

い

う

著

者
の

評
価
が

研
究

史
の

中
で

ど

の

よ
う
に

位
置
づ

け

ら
れ
る

の

か

と

い

う

形
で

論
じ
て

ほ

し

か

っ

た
。

　
評
者
に

と
っ

て

は
、

ア
ク

バ

ル

の

提
唱
し

た

「

神
の

宗
教
（
デ
ィ

ー

ネ
・

エ

ラ

ー
ヒ

ー
）

」

と

の

関
連
に

お

け
る

歴
史
資
料
と

の

照

合
問
題
や、

ま
さ

に

原

文
の

提
示
と

そ
の

訳
出
部
分
か

ら

救
世
主

思
想
と
の

関
わ
り
で

の

イ
ン

ド
の

プ

ラ
ー

ナ

文

献
や

『

カ

ー
ラ

チ
ャ

ク

ラ
・

タ
ン

ト

ラ
』

と
の

関
連
問
題
が

浮
き

彫
り
と

な
っ

た

が
、

今
後
の

課
題
と

し

た
い

。

　
「

足
利
惇
氏

・

伊
藤
義
教
の

両
碩

学

以
来
六

十
年
振
り
の

日

本
人
研

究

者
に

よ
る

本
格
的
な
ゾ
ロ

ア

ス

タ
i
教
研
究
書
」

と

い

う
宣

伝
も、

あ
な

が
ち

誇
張
で

は

な
い

。

日

本
の

イ
ラ

ン

学
は

、

著
者
の

大
先
輩
で

あ
る

荒

木
茂
教
授
に

よ

っ

て

東
京

大
学
で

始
ま
り、

足

利
惇
氏
博
士
が

京
都
大
学

で

梵
語
学
と

古
代
ペ

ル

シ

ア

語
研
究
の

成
果
を

発
揮
し

て

伊
藤
義
教
博
士

を
指
導
し
て

学
統
を
つ

な
い

だ
。

著
者
は

、

東
京
大
学
東
洋
文
化
研

究
所

が

寄
贈
を

受
け
て

設
立
し

た

「

荒
木
茂
文

庫
」

や
「

伊
藤
義
教
文
庫
」

の

目
録

編
纂
に

携
わ
り、

現

在
も

伊
藤
義
教
博
士
の

遺
稿
か

ら、

『

デ

ー
ン

カ

ル

ド
』

の

翻

字
・

翻
訳
を

公
表
し
、

パ

フ

ラ
ヴ
ィ

ー
語
単
語
力

ー
ド
か

ら

「

ゾ
ロ

ア
ス

タ
i
教
書
籍
パ

フ

ラ

ヴ
ィ

ー
語
辞
書
」

編
纂
に

取
り

組
ん

で

お

ら
れ
る

。

時

代
を

越
え
て

先
学
の

情
熱
を
受
け

継
い

だ

著
者
の

地
道

な

努
力
に

よ

る

成
果
が

、

組
織
の

改
変
に

よ

り

放
浪
す
る

イ
ン

ド
・

イ
ラ

ン

学
の

学
徒
た

ち
に

資
す
る

と

こ

ろ

は

大
き

い
。

本
書
は
、

先
学
に

託
さ

れ

た

課
題
の

解
決
と
と

も
に

新
た

な

分
野
を
切
り

開
く
可

能
性
を
期

待
さ

せ
、

そ
れ
を

担
う

高
い

能
力
を

持
っ

た
若

手
研
究
者
の

登
場
を

示
し

て

い

る
。
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